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「
多
文
化
社
会
に
お
け
る
法
概
念
の
受
容
と
衝
突
」

研
究
代
表
者
河
野
俊
行

　
　
　
以
下
の
四
講
演
は
、
九
州
大
学
教
育
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
研
究
拠

　
　
点
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
P
＆
P
）
の
助
成
を
受
け
た
「
多
文
化
社

　
　
会
に
お
け
る
法
概
念
の
受
容
と
衝
突
」
の
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
、

　
　
二
〇
〇
五
年
三
月
三
日
九
州
大
学
西
新
プ
ラ
ザ
に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ

　
　
ウ
ム
に
て
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、
世
界
が
モ
ノ
カ
ル

　
　
チ
ャ
ー
化
の
危
機
に
瀕
す
る
一
方
、
国
際
的
人
的
移
動
の
拡
大
に
伴

　
　
い
、
国
民
国
家
内
の
多
文
化
・
多
言
語
状
況
が
進
行
し
て
い
る
。
「
国

　
　
際
レ
ベ
ル
の
文
化
多
様
性
の
保
持
」
と
「
国
内
レ
ベ
ル
に
お
け
る
多

　
　
文
化
の
共
存
と
接
触
・
対
話
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
法
は
何
が
で

　
　
き
る
の
か
。
近
年
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
す
こ
の
課
題
に
、
多
様
な

　
　
角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
重
ね
て
き
た
。

　
　
　
こ
の
一
環
と
し
て
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学

　
　
の
三
教
授
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
分
野
に
関
し
「
欧
州
統
合
に
よ

　
　
り
強
ま
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
影
響
力
と
ド
イ
ツ
国
内
法
と
の
緊
張
関

離
係
」
と
い
う
共
通
の
問
題
意
識
か
ら
報
告
さ
れ
・
さ
ら
に
・
ザ
τ
ラ

ン
ド
大
学
の
キ
ウ
ジ
教
授
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
で
教
授
資
格
を
取

得
）
は
、
ロ
ー
マ
の
外
人
統
合
と
そ
の
ロ
ー
マ
法
の
展
開
に
与
え
た

影
響
に
つ
い
て
、
現
代
的
関
心
か
ら
も
興
味
深
い
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

検
討
さ
れ
た
。
最
後
に
、
本
研
究
代
表
者
で
あ
る
河
野
が
、
こ
の
秋

の
ユ
ネ
ス
コ
総
会
に
提
出
さ
れ
た
文
化
多
様
性
条
約
案
の
論
点
を
紹

介
し
、
全
体
の
議
論
を
締
め
く
く
っ
た
（
別
に
公
表
予
定
）
。
各
講

演
の
後
で
は
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
を
軸
に
、
学

内
外
の
参
加
者
に
よ
る
、
専
門
の
枠
を
超
え
た
議
論
が
活
発
に
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

　
本
研
究
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、
こ
の
日
独
の
共
同
研
究
・
共
同
作

業
の
取
り
組
み
を
、
継
続
的
交
流
の
基
盤
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
並
び
に
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
企
画
運
用
は
、
角
松
生
史
助
教
授
（
現
神
戸
大
学
教
授
）
の

多
大
な
御
貢
献
な
く
し
て
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
研
究
グ
ル
ー
プ

を
代
表
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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